
安全・安心でやすらぎのある都市公園づくり
平成26年度　～　平成30年度　（5年間）   甲賀市

長寿命化対策支援事業により、改修を行った公園を０箇所（H26）から７箇所（H30）に増加する。
安全・安心対策を行った公園施設を０箇所（H26）から１８箇所（H30）に増加する。
長寿命化計画の見直しを行う。

（H26当初） （H28末） （H30末）
公園施設長寿命化対策を行った公園数

０箇所 ５箇所 ７箇所

安全・安心対策を行った公園施設数
０箇所 ２４箇所 １８箇所

長寿命化計画の見直し割合（見直し公園数／都市公園数（２３箇所）

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

Ａ-１ 公園 一般 甲賀市 直接 甲賀市公園施設長寿命化対策 甲賀市 131 策定済み

Ａ-2 公園 一般 甲賀市 直接 甲賀市 22

合計 153

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

計画の目標

平成29年10月10日

 市内の都市公園の長寿命化計画に基づき、都市公園施設の計画的な改築等を行うことにより、公園施設の老朽化などに起因する事故を未然に防ぐと共に、時代の変化に合わせた公園施設の見直し等を行い、安全・安心でやすらぎのある公園に改築・
更新を行う。また、長寿命化計画の見直しを行う。
　　・事業実施公園　甲賀中央公園、信楽運動公園、水口スポーツの森、古城が丘公園、ひのきが丘公園、野洲川河川公園、柏木公園の都市公園７箇所
　　・事業内容　運動施設（テニスコート、プール）、遊戯施設（コンビネーション遊具他）、休憩施設（ベンチ）、園路（階段）、管理施設(防護柵）等における公園施設の改築・更新１８箇所
　　・長寿命化計画の見直し　都市公園２３箇所

社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）
計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

交付対象事業

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
153百万円 Ａ 153百万円 Ｂ ０百万円 Ｃ 0百万円

0% 0% 100%

Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

事業者
要素となる事業名

市町村名 全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

甲賀市 甲賀中央公園等７箇所における運動施設の改築等

甲賀市 長寿命化計画の見直し甲賀市公園施設長寿命化対策計画策定調査

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）



市街地整備

計画の名称

計画の期間 　平成２６年度から平成３０年度まで（５年間）   甲賀市

安全・安心でやすらぎのある都市公園づくり

交付対象

A-1：公園施設長寿命化対策支援事業
１０箇所 総合公園 ３箇所

運動公園 １箇所
地区公園 ２箇所

信楽運動公園

水口スポーツの森

甲賀中央公園

ひのきが丘公園

古城が丘公園

甲南中央運動公園

柏木公園

鹿深夢の森

野洲川河川公園
東内貴公園

みなくち子どもの森

水口公園

さつきが丘中央公園

野洲川児童公園

堂山公園

名坂里公園

中邸公園

内貴公園

芦谷公園

虫生野中央西公園

虫生野中央東公園

菅谷公園

A-2：公園施設長寿命化対策計画策定調査
２３箇所 総合公園 ４箇所

運動公園 １箇所
地区公園 ２箇所
近隣公園 ６箇所

甲南ミツワ児童公園



（公園事業等タイプ）

計画の名称：安全・安心でやすらぎのある都市公園づくり       　　事業主体名：甲賀市    

チェック欄

　１）基本方針と適合している。 ○

　１）長寿命化計画と整合性が確保されている。 ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。 ○

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　２）総合的な安全・安心対策の効果が得られるものとなっている。 ○

　３）公園施設の長寿命化が図られる。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　１）住民・利用者等のニーズに整合した改築更新により事業効果が図れる。 ○

Ⅲ．計画の実現可能性

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の確実性）

②地元の機運(住民、民間等の活動・関連事業等による事業効果発現の確実性）

Ⅱ．計画の効果・効率性

①目標と事業内容の整合性等

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

①上位計画等との適合等

②事業の効果

②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性）


